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令 和 ２ 年 度 第 １ 回 岡 山 市 女 性 活 躍 推 進 協 議 会 要 旨  

 

１  日   時  令 和 ２ 年 ９ 月 ３ ０ 日 （ 水 ） 午 前 １ ０ 時 ～ 午 前 １ １ 時 ３ ０ 分  

 

２  場   所  岡 山 市 役 所 本 庁 舎 １ 階  多 目 的 ル ー ム  

 

３  出 席 委 員  伊 丹 委 員 、 入 船 委 員 、 大 塚 委 員 、 亀 井 委 員 、 河 内 委 員 、 阪 口 委 員 、

内 田 氏 （ 坂 口 委 員 代 理 ） 、 須 々 木 委 員 、 高 木 氏 （ 竹 原 委 員 代 理 ） 、 藤

井 委 員  

 

４  出 席 職 員  市 民 協 働 局  中 西 次 長 、 奥 野 参 事 監  

女 性 が 輝 く ま ち づ く り 推 進 課  安 東 課 長 、 河 本 課 長 補 佐 、 神 﨑 主 査  

 

５  傍 聴 者  な し  

 

６  議   事  

（ １ ） 座 長 ・ 副 座 長 の 選 任 に つ い て  

（ ２ ） 令 和 ２ 年 度 事 業 の 進 捗 状 況 及 び 協 議 会 で の 連 携 に つ い て  

（ ３ ） そ の 他  

 

７  配 布 資 料  

資 料 １  令 和 ２ 年 度 岡 山 市 女 性 活 躍 推 進 協 議 会 委 員 名 簿  

資 料 ２  令 和 ２ 年 度 女 性 活 躍 推 進 に 関 す る 取 組 ・ 事 業  

資 料 ３  女 性 活 躍 推 進 シ ン ポ ジ ウ ム  チ ラ シ  

 

８  会 議 の 状 況  

議 事 １  座 長 ・ 副 座 長 の 選 任 に つ い て        

岡 山 市 女 性 活 躍 推 進 協 議 会 設 置 規 約 第 ４ 条 第 １ 項 に 基 づ き 、 座 長 に 須 々 木 委

員 、 副 座 長 に 大 塚 委 員 を 選 任 し た 。  

 

議 事 ２  令 和 ２ 年 度 事 業 の 進 捗 状 況 及 び 協 議 会 で の 連 携 に つ い て  

【 連 合 岡 山 】  

・ 「 女 性 委 員 会 」 と い う 組 織 を 設 け 、 女 性 活 躍 に 関 す る 様 々 な 研 修 会 、 行 事 等 を

実 施 し て い る 。 国 際 女 性 デ ー に 計 画 し て い た 「 岡 山 集 会 」 と 、 「 パ ー ト ナ ー シ ッ プ

フ ォ ー ラ ム 」 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 防 止 の た め 中 止 し た 。  

・ 労 働 相 談 は ６ 月 １ ５ 、 １ ６ 日 の ２ 日 間 実 施 し た 。  

・ 「 か が や き セ ミ ナ ー 」 は 、 男 性 も 参 加 で き る セ ミ ナ ー で 、 １ ０ 月 １ ０ 日 に 開 催 予 定

だ が 、 入 場 者 数 を 制 限 し 、 オ ン ラ イ ン で も 参 加 で き る よ う に 計 画 し て い る 。  

・ 年 １ 回 、 機 関 紙 『 S p a r k l e / ス パ ー ク ル 』 を 発 刊 し て い る 。  

 

【 岡 山 労 働 局 】  

・ 女 性 活 躍 推 進 法 が 改 正 さ れ て お り 、 令 和 ４ 年 か ら １ ０ １ 人 以 上 の 企 業 に も 行 動

計 画 策 定 ・ 情 報 公 表 が 義 務 づ け ら れ る 。  

・ ３ ０ １ 人 以 上 規 模 の 企 業 に つ い て は 行 動 計 画 目 標 を 、 今 ま で の 数 値 目 標 の 設 定

に 加 え て 仕 事 と 家 庭 生 活 の 両 立 に 関 す る 目 標 設 定 も 必 要 と な る 。 女 性 活 躍 推 進

の た め に は 、 職 場 の 環 境 整 備 だ け で な く 、 仕 事 と 家 庭 生 活 の 両 立 を 実 現 す る こ と

も 重 要 で あ る 。  

・ 他 に も 、 同 一 労 働 同 一 賃 金 へ の 対 応 や 、 パ ワ ー ハ ラ ス メ ン ト 防 止 措 置 へ の 対 応

な ど 、 様 々 な 改 正 が あ る の で 、 積 極 的 に 周 知 を 行 な い た い と こ ろ だ が 、 コ ロ ナ 禍
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の 中 で 開 催 し づ ら い 状 況 で あ る 。 リ ー フ レ ッ ト な ど を 活 用 し 、 周 知 を 図 り た い 。  

・ コ ロ ナ の 影 響 と し て は 、 ３ 月 に 学 校 が 休 校 と な り 、 子 ど も の 世 話 の た め に 仕 事 を

休 ま な け れ ば い け な く な っ た 保 護 者 を 支 援 す る た め の 小 学 校 休 業 等 対 応 支 援 金

や 、 妊 娠 中 の 女 性 労 働 者 が 安 心 し て 休 暇 を 取 得 で き る よ う 、 母 性 健 康 管 理 措 置

に よ る 休 暇 取 得 支 援 助 成 金 が で き た の で 、 そ れ ら の 周 知 を 行 っ て い る 。  

 

【 就 実 大 学 】  

・ 就 実 大 学 で は 、 ２ ０ １ ６ 年 か ら ５ 年 計 画 で 管 理 職 に 占 め る 女 性 の 割 合 を ３ ５ ％ 以

上 に す る 目 標 を 掲 げ て い た 。 ２ ０ １ ９ 年 度 末 で ４ ８ ％ と 当 初 の 目 標 を 大 き く 上 回 る

こ と が で き た 。 ま た 、 今 年 度 、 本 学 初 と な る 女 性 学 長 も 誕 生 し た 。  

・ 一 方 で 、 課 長 相 当 職 の 管 理 職 は 増 え て き て い る が 、 部 長 相 当 職 に 占 め る 女 性 の

割 合 は ま だ 少 な く 、 今 後 の 課 題 で あ る 。  

・ 今 後 は 、 現 在 の 水 準 を 維 持 す る こ と 、 そ れ に 加 え て 重 要 な 意 思 決 定 に 関 わ る 部

長 相 当 職 の 女 性 が 活 躍 で き る よ う な 体 制 の 整 備 や サ ポ ー ト を 継 続 的 に 行 な っ て

い き た い 。  

 

【 岡 山 市 】  
・ 「 女 性 の 活 躍 を 進 め る 情 報 発 信 事 業 」 は 、 毎 年 秋 に 開 催 し て い る シ ン ポ ジ ウ ム を

メ イ ン と し て い る 。 企 業 の 経 営 層 や 管 理 職 、 女 性 社 員 を お も な 対 象 と 考 え て い る

が 、 学 生 な ど 次 代 を 担 う 若 い 世 代 に も 参 加 し て も ら い た い 。 コ ロ ナ 対 策 と し て 、

参 加 者 数 を 会 場 の 収 容 人 員 の ５ ０ ％ に 制 限 す る な ど 、 対 策 に 万 全 を 期 し て 開 催

す る 予 定 で あ る 。 本 事 業 は 毎 年 、 市 と 推 進 協 議 会 の 共 催 、 岡 山 商 工 会 議 所 の 後

援 で 開 催 し て お り 、 皆 さ ま の 理 解 と 協 力 に 感 謝 し て い る 。 本 年 度 は シ ン ポ ジ ウ ム

の 冒 頭 で 、 岡 山 市 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 事 業 者 表 彰 を 行 う

予 定 に し て い る 。  
・ 毎 年 開 催 し て い る 「 市 内 企 業 で 働 く 女 性 活 躍 プ ロ グ ラ ム 」 「 男 性 管 理 職 向 け セ ミ

ナ ー 」 「 女 性 の 再 就 職 支 援 事 業 」 に つ い て は 、 本 年 度 も 実 施 す る 。  
・ 大 学 で の 出 前 授 業 は 、 昨 年 度 は 就 実 大 学 、 岡 山 理 科 大 学 、 ノ ー ト ル ダ ム 清 心 女

子 大 学 の ３ 校 で 実 施 し 、 好 評 だ っ た 。 就 実 大 学 、 中 国 銀 行 、 損 保 ジ ャ パ ン に は

コ ー デ ィ ネ ー タ ー や 、 社 員 の 推 薦 、 派 遣 で 大 変 お 世 話 に な っ た 。 本 年 度 も １ ０ 月

以 降 に 開 催 予 定 な の で 、 協 力 を お 願 い し た い 。  
・ 新 型 コ ロ ナ の 影 響 で 、 非 正 規 労 働 者 と し て 働 く 女 性 の 雇 い 止 め な ど が 問 題 と な

っ て お り 、 女 性 活 躍 を 後 退 さ せ る 一 要 因 と し て 懸 念 し て い る 。 岡 山 市 と し て は 実

態 を 把 握 ・ 分 析 し 、 対 応 が 必 要 で は な い か と 考 え て い る 。 本 日 は 、 様 々 な 立 場 の

委 員 が 揃 っ て い る よ い 機 会 な の で 、 そ れ ぞ れ の 現 状 や コ ロ ナ に よ り 生 じ た 課 題

や 解 決 に 向 け て の 対 策 や 取 組 な ど 、 情 報 交 換 が で き れ ば と 考 え て い る 。  
 

【 Ｊ Ａ 岡 山 女 性 部 】  

・ 女 性 活 躍 に 関 す る 共 通 認 識 を 得 る た め に 、 平 成 １ ５ 年 か ら 「 男 女 共 同 参 画 の つ

ど い i n 岡 山 」 を 年 １ 回 開 催 し て お り 、 令 和 ２ 年 １ 月 に 開 催 し た 。 今 年 度 も 令 和 ３

年 １ 月 に 予 定 し て い る が 、 コ ロ ナ の 関 係 で ど う な る か わ か ら な い 状 況 で あ る 。  

 

【 損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱ 】  

・ 「 女 性 経 営 プ ロ グ ラ ム 」 「 女 性 リ ー ダ ー 塾 」 は 、 宿 泊 研 修 で あ り 、 オ ン ラ イ ン で は

で き な い た め 、 実 施 可 否 に つ い て 現 在 検 討 中 で あ る 。  

・ 「 異 業 種 交 流 会 」 「 ロ ー ル モ デ ル チ ャ ン ネ ル 」 は 動 画 配 信 プ ロ グ ラ ム 。 会 社 の Ｐ Ｃ

や 会 社 貸 与 の ス マ ホ で し か 見 る こ と が で き な か っ た が 、 コ ロ ナ の 関 係 で 自 宅 の Ｐ

Ｃ か ら も 見 え る よ う 、 セ キ ュ リ テ ィ の 設 定 を 変 更 し た 。  

・ 「 育 休 者 フ ォ ー ラ ム 」 も ま だ ど う な る か わ か ら な い 。 全 体 で 約 ２ １ ， ０ ０ ０ 人 の 社 員

の う ち 、 こ こ 数 年 毎 年 約 ２ ， ５ ０ ０ 人 が 産 休 ・ 育 休 を 取 得 し て い る 。 岡 山 で も 各 職
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場 に 当 た り 前 の よ う に 産 休 ・ 育 休 取 得 者 が お り 、 短 時 間 勤 務 を し て い る 。 産 休 ・

育 休 取 得 に 理 解 が 得 ら れ や す く 、 取 得 し や す い 環 境 だ と 思 う 。 「 育 休 者 フ ォ ー ラ

ム 」 は 、 本 社 の 人 事 部 が 行 な っ て い る 。 岡 山 支 店 で 色 々 な 女 性 に 女 性 リ ー ダ ー

塾 へ の 参 加 を 呼 び か け た が 、 マ ネ ジ メ ン ト す る 立 場 ま で は 希 望 し な い 、 キ ャ リ ア

ア ッ プ す る 意 識 は な い と い う 人 が 意 外 と 多 い 。 ３ 年 後 、 ５ 年 後 の 支 店 を 担 う 人 材 を

育 成 し 、 多 様 な 考 え 方 や 物 の 見 方 を 勉 強 す る 場 と し て 、 ９ 月 か ら 「 岡 塾 」 と い う 岡

山 支 店 独 自 の 取 組 を 始 め た 。 検 討 に あ た っ て は 、 「 あ な た も 輝 く ☆ 晴 れ の 国 女

子 」 意 見 交 換 会 （ 令 和 元 年 度 、 岡 山 県 事 業 ） の Ｈ Ｐ を 参 考 に し て 、 始 め た と こ ろ

で あ る 。  

・ 岡 山 市 が 開 催 す る 「 女 性 社 員 の た め の キ ャ リ ア ア ッ プ セ ミ ナ ー 」 の 出 前 講 座 を 、

２ か 月 ご と に 開 催 す る 岡 塾 の １ コ マ と し て 組 み 込 み た い と 考 え 、 申 し 込 み を し た 。

社 内 だ け で は 女 性 社 員 が こ れ か ら ど う 働 い て い く か イ メ ー ジ が で き に く い の で 、

他 社 か ら も 情 報 収 集 し な が ら 、 岡 山 支 店 の 課 題 を し っ か り 解 決 で き る よ う な 取 組

を し て い き た い 。  

 

【 中 国 銀 行 】  

・ キ ャ リ ア 形 成 施 策 と し て 、 主 に ３ つ の 取 組 が あ る 。 １ つ 目 の 地 域 ご と の 「 女 性 向 け

勉 強 会 」 は 、 中 期 経 営 計 画 の 実 行 に あ た り 、 女 性 の キ ャ リ ア パ ス が 複 線 化 す る 方

向 に あ る た め 、 地 域 ご と に 勉 強 会 を 開 い て お り 、 将 来 に つ い て の 思 い や 不 安 を

聞 く 場 を 設 け て い る 。 コ ロ ナ の 影 響 で Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ で の 実 施 と な っ た こ と で 、 想 定 よ り

も 参 加 者 が 増 え る 、 本 音 が 引 き 出 せ る と い う メ リ ッ ト も あ っ た 。 １ ０ 月 以 降 も 進 め て

い く 予 定 。  

・ ２ つ 目 の 「 育 児 者 支 援 」 と し て 、 年 間 １ ０ ０ 人 ほ ど が 産 休 ・ 育 休 を 取 得 し て い る 中

で 、 育 休 者 向 け の 「 復 帰 支 援 セ ミ ナ ー 」 を 年 ２ 回 実 施 し て い る 。 こ れ も コ ロ ナ の 影

響 で 、 Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ で の 開 催 に 変 更 し た こ と で 、 大 阪 、 東 京 支 店 か ら の 参 加 も あ り 、 メ

リ ッ ト を 感 じ て い る 。  

・ ３ つ 目 の 「 女 性 向 け キ ャ リ ア 研 修 」 は 、 役 席 登 用 前 の 女 性 の 後 押 し を す る 研 修 会

だ が 、 コ ロ ナ の 影 響 で 現 在 中 断 し て い る 。  

・ ダ イ バ ー シ テ ィ 関 連 活 動 の １ つ 目 「 ち ゅ う ぎ ん イ ク ボ ス ア ワ ー ド 」 は 現 在 検 討 中 で

あ る 。 女 性 活 躍 を 進 め る た め に マ ネ ジ メ ン ト す る 側 の 意 識 改 革 を 図 っ て い き た

い 。  

・ ２ つ 目 「 ダ イ バ ー シ テ ィ 企 業 訪 問 」 は 、 Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ １ ０ 推 進 室 が 主 に 取 引 先 企 業 を 訪

問 し 、 そ の 企 業 の ニ ー ズ に 応 じ て セ ミ ナ ー 講 演 や 意 見 交 換 会 を 開 催 し 、 自 社 の ノ

ウ ハ ウ や こ れ ま で の 取 組 を 紹 介 し て い る 。  

・ ３ つ 目 ロ ー ル モ デ ル の 紹 介 は 、 社 内 の 掲 示 板 で 随 時 イ ン タ ビ ュ ー し た も の を 記

事 に ま と め て 掲 示 し て い る 。  

・ 継 続 的 な 啓 発 活 動 と し て 、 Ｈ ２ ６ 年 か ら 「 に じ い ろ H e a r t プ ロ ジ ェ ク ト 」 （ 女 性 ワ

ー キ ン グ グ ル ー プ ） を 実 施 し て い る 。 第 ４ 期 は 男 性 メ ン バ ー も 参 加 し て 、 よ り ダ イ

バ ー シ テ ィ イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 観 点 か ら 実 り の あ る 活 動 が で き た 。 第 ５ 期 も 検 討 中

だ が 、 コ ロ ナ の 影 響 で 未 定 で あ る 。  

 

【 岡 山 商 工 会 議 所 】  

・ 「 中 小 企 業 等 に 対 す る 働 き 方 改 革 推 進 支 援 事 業 の 実 施 」 は 、 岡 山 県 か ら の 委 託

事 業 で 、 県 内 の １ ２ 会 議 所 で 構 成 し て い る 県 連 合 会 事 業 と し て 行 っ て お り 、 健 康

経 営 に 関 す る セ ミ ナ ー ＆ 相 談 会 を 開 催 し て い る 。 ま た 、 企 業 の 要 望 に よ り 、 専 門

家 を 派 遣 し て い る 。 現 在 コ ロ ナ 禍 の 中 な の で 、 Ｗ Ｅ Ｂ セ ミ ナ ー で 実 施 し て い る 。  

・ 「 『 岡 山 働 き 方 改 革 推 進 支 援 セ ン タ ー 』 事 業 の 実 施 」 は 、 岡 山 労 働 局 か ら の 委 託

事 業 で 、 平 成 ３ １ 年 ４ 月 か ら セ ン タ ー を 岡 山 商 工 会 議 所 内 に 設 置 し て 、 長 時 間 労

働 の 是 正 等 、 労 働 に 関 す る 課 題 解 決 の 事 業 を 行 っ て い る 。 セ ミ ナ ー が 年 間 ６ ０

回 、 相 談 会 が ２ ５ ０ 回 の 目 標 が あ り 、 昨 年 は ク リ ア し た 。 今 年 は コ ロ ナ の 影 響 で 、
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セ ミ ナ ー は 目 標 値 を 若 干 下 回 る が 、 そ の ほ か は 概 ね 達 成 で き そ う な 状 況 で あ る 。  

・ 「 創 業 支 援 の 実 施 」 は 、 創 業 計 画 、 資 金 計 画 の 策 定 、 創 業 実 現 ま で と 、 創 業 後 の

支 援 を 行 っ て い る 。 近 年 、 パ ン 屋 、 ケ ー キ 屋 、 花 屋 、 健 康 教 室 な ど で 女 性 の 創 業

者 が 増 え て い る 。 女 性 活 躍 と い う と 就 労 に 注 目 さ れ が ち だ が 、 創 業 に お い て も 活

躍 し て ほ し い 。  

・ コ ロ ナ に 関 し て は 、 あ ら ゆ る 業 種 の 多 く の 事 業 所 で 売 り 上 げ は 半 分 以 上 、 中 に は

８ ～ ９ 割 減 少 し て い る と こ ろ も 数 多 く あ る 。 そ の よ う な 中 、 岡 山 市 と 連 携 し て 、 事 業

継 続 の た め の 支 援 金 、 売 り 上 げ 向 上 の た め の 補 助 金 、 売 り 上 げ 向 上 に つ な が る

販 売 促 進 の 補 助 金 、 ま た 影 響 を 受 け て い る 医 療 分 野 へ も 支 援 金 の 支 給 を 行 っ て

い る 。 ５ 月 １ 日 か ら 順 次 始 め て お り 、 岡 山 商 工 会 議 所 と 市 内 ４ 商 工 会 が 連 携 し て

受 付 申 請 業 務 か ら 振 込 ま で の 業 務 を 行 っ て い る 。 １ ２ 月 末 頃 ま で 支 給 業 務 が 続 く

見 込 み 。 ピ ー ク は 過 ぎ て い る が 、 ま だ 多 く の 申 し 込 み が あ る 。  

・ 景 気 に も 影 響 が あ り 、 消 費 が 冷 え 込 ん で い る 。 消 費 喚 起 策 と し て 、 P a y P a y の キ

ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 で ２ ０ ％ ポ イ ン ト 還 元 さ れ る キ ャ ン ペ ー ン の 実 施 を 岡 山 市 に 要

望 、 実 現 し た 。 １ か 月 で 約 ３ ６ 億 円 の 消 費 効 果 が 見 込 ま れ る 。 第 ２ 弾 も 岡 山 市 へ

要 望 す る こ と に し て い る 。 コ ロ ナ 禍 で 、 従 来 の 事 業 を や っ て い た の で は 経 営 が 厳

し い 。 業 態 転 換 等 、 新 た な 取 組 も 必 要 だ と 思 っ て い る の で 、 そ れ に 対 す る 支 援 も

行 っ て い き た い と 考 え て い る 。  

・ 雇 用 の 関 係 で は 、 女 性 労 働 者 も 多 く 含 む 非 正 規 労 働 者 の 雇 止 め に つ い て は 危

惧 し て い る と こ ろ で あ る 。  

 

【 岡 山 県 】  

・ 「 女 性 活 躍 ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス 応 援 ア ド バ イ ザ ー 事 業 」 は ３ 年 目 に な る 事 業 。 希

望 す る 企 業 に 事 業 主 行 動 計 画 の 策 定 支 援 や 、 時 短 勤 務 や フ レ ッ ク ス 制 を 導 入 し

た い 企 業 に 就 業 規 則 の 改 正 や 新 規 作 成 の 支 援 等 を 行 っ て い る 。  

・ 「 働 く 女 性 ト ー タ ル ア シ ス ト 事 業 」 に つ い て は 、 女 性 の 再 就 職 支 援 を メ イ ン と し

て 、 各 種 講 座 を 設 け て い る 。  

・ 「 お か や ま ☆ 輝 く 女 性 ☆ 未 来 設 計 応 援 事 業 」 は 、 ロ ー ル モ デ ル の 紹 介 、 ロ ー ル

モ デ ル に 自 分 た ち の 働 き 方 、 経 験 を 発 表 し て も ら う 機 会 を 設 け て 交 流 イ ベ ン ト 等

を 実 施 す る 予 定 。 コ ロ ナ の 影 響 で 交 流 イ ベ ン ト は 難 し く 、 今 年 は オ ン ラ イ ン で の

開 催 を 考 え て い る 。  

・ 全 て の 事 業 で 、 コ ロ ナ の 影 響 で 開 催 で き る か ど う か 様 子 見 を し て お り 、 計 画 よ り

遅 れ て い る 。 年 度 後 半 、 女 性 活 躍 に 限 ら ず 色 々 な 事 業 が 積 ん で く る と 思 う の で 、

受 講 者 が 集 ま る の か と い う 不 安 は あ る 。  

・ 岡 山 県 で は 現 在 、 女 性 活 躍 推 進 計 画 （ ウ ィ ズ プ ラ ン ） の 第 ５ 次 計 画 を 策 定 中 で あ

る 。 ま だ 素 案 作 成 の 段 階 で 、 策 定 が ２ ～ ３ 月 に な る 予 定 。 １ １ 月 頃 に パ ブ リ ッ ク コ

メ ン ト 募 集 を 予 定 し て い る の で 、 意 見 等 を 寄 せ て も ら い た い 。  

 

【 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 輝 く マ マ 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク ぱ ら マ マ 】  

・ 岡 山 市 の 再 就 職 支 援 事 業 で セ ミ ナ ー を 全 １ ２ 回 開 催 す る 予 定 。 定 員 ９ ０ 人 で 現

在 約 ７ ０ 人 応 募 が あ っ た 。 オ ン ラ イ ン と 対 面 の ハ イ ブ リ ッ ド で 実 施 す る 。 オ ン ラ イ

ン 参 加 者 も 会 場 に い る か の よ う に 双 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き る 。 補 助 金 を

活 用 し て 機 材 を 揃 え た 。 も し 要 望 が あ れ ば 機 材 の 貸 し 出 し も 可 能 。  

・ 岡 山 県 の 事 業 も 同 様 に 、 ２ 月 ３ 月 に 岡 山 市 と 総 社 市 で 再 就 職 支 援 事 業 を 実 施 す

る 。 ビ ー マ ッ ク ス と 共 同 で 行 っ て い る 在 宅 ワ ー ク ト ラ イ ア ル コ ー ス の セ ミ ナ ー は す

で に 始 ま っ て い る 。 コ ロ ナ の 関 係 で 募 集 人 数 を 減 ら し て い る た め 、 １ 週 間 で 定 員

に 達 し た 。 今 後 、 あ と ４ 種 類 の セ ミ ナ ー を 実 施 す る 予 定 。  

・ 農 林 水 産 省 の 子 育 て 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 支 援 事 業 は 、 子 育 て 世 代 の 女 性 農 業

者 の た め 、 子 育 て と 仕 事 の 両 立 を 目 指 す 女 性 農 業 者 と 農 業 へ 関 心 の あ る 地 域 の

子 育 て 期 間 中 の 女 性 等 の ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し 、 託 児 と 農 作 業 代 替 に つ い て ワ
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ー ク シ ェ ア す る 体 制 の 構 築 を 支 援 す る 事 業 。 コ ロ ナ の 影 響 で 予 定 よ り 遅 れ て い

る 。 １ ０ ～ １ ２ 月 に 実 証 実 験 と し て 行 い 、 来 年 ・ 再 来 年 に つ な げ ら れ る よ う に し た

い 。  

・ 時 間 に 縛 ら れ な い 働 き 方 を ぱ ら マ マ の 中 で 進 め て い る 子 育 て 中 の 女 性 の ニ ー ズ

に 合 わ せ 、 隙 間 時 間 で で き る 仕 事 を 細 分 化 し て 、 働 き 方 改 革 を 実 践 し て い る 。 そ

の 中 の １ つ に ワ ー ケ ー シ ョ ン が あ る 。 例 え ば キ ャ ン ピ ン グ カ ー で 家 族 で 遊 び に 行

っ て 、 午 前 中 は 仕 事 、 午 後 か ら は 家 族 と 過 ご す と い う 働 き 方 を 実 現 し よ う と 企 画 し

て い る 。 保 育 園 に 預 け な く て い い 働 き 方 も あ る と 思 う の で 、 テ レ ワ ー ク が ス タ ン ダ

ー ド に な っ て き て い る の で 、 今 回 の 再 就 職 支 援 事 業 で 預 け な く て い い 働 き 方 も 考

え て い き た い 。 実 際 に 、 ぱ ら マ マ の ６ 人 は 子 ど も が ま だ 小 さ い が 、 様 々 働 き 方 を

試 し て い る と こ ろ で あ る 。  

・ 女 性 が 働 き や す い 環 境 作 り は 必 要 だ が 、 女 性 は 活 躍 し な く て い い 、 と い う の が 私

た ち の モ ッ ト ー で あ る 。  

 

＜ 主 な 意 見 、 質 問 等 ＞  

・ 女 性 の 意 識 改 革 勉 強 会 を さ れ て い る こ と に つ い て 。 意 識 改 革 と い う 場 合 、 一 般

的 に は 元 々 あ る 価 値 観 や 考 え を 変 え る と い う こ と だ と 思 う が 元 々 ど う い う 価 値 観 を

持 っ て い て そ れ を ど う 変 え よ う と し て い る 勉 強 会 な の か 、 ご 教 示 願 い た い 。  

→ 女 性 行 員 は 約 １ ５ 年 前 か ら 正 社 員 は 営 業 職 に 変 わ っ た 。 営 業 職 で も 、 女 性 は ほ

ぼ 全 員 が 資 産 運 用 渉 外 で 個 人 向 け の 資 産 運 用 に 関 す る 業 務 に 従 事 し て お り 、 男

性 が 融 資 渉 外 業 務 を 行 っ て い る 。 女 性 は ず っ と 個 人 向 け 資 産 運 用 業 務 に し か 携

わ ら な か っ た が 、 女 性 に も 融 資 渉 外 業 務 に 従 事 し て ほ し い た め 、 人 事 制 度 を 変

え た り し た 。 ま た 個 人 向 け の 業 務 の 中 で も ロ ー ン な ど 今 ま で 女 性 が し て こ な か っ

た が 、 個 人 担 当 ・ 法 人 担 当 に 分 類 し て 、 今 後 は 個 人 担 当 に な れ ば 資 産 運 用 だ け

で な く ロ ー ン も 担 当 す る こ と に な り 、 自 分 で 決 め る こ と に な っ た 。 勉 強 会 に 参 加 し

た 女 性 社 員 か ら は 、 今 ま で と 違 う こ と を す る こ と に 対 す る 不 安 は あ る が 、 何 を 求 め

ら れ て い る の か は っ き り 言 っ て く れ た ほ う が い い と い う 意 見 が 多 か っ た 。 男 女 問 わ

ず 、 新 し い こ と は や り た く な い と い う 保 守 的 な 風 土 が あ る が 、 キ ャ リ ア を 自 分 で 切

り 開 い て い く 上 で の 不 安 は 出 し て も ら え る よ う 、 双 方 向 の や り 取 り を し て い る 。  

・ そ も そ も な ぜ 男 性 女 性 で 業 務 が 分 か れ て い た の か 。  

→ 入 社 時 か ら 、 全 国 の 転 居 を 伴 う 異 動 あ り の Ｇ コ ー ス と 、 転 居 を 伴 う 異 動 な し の Ｅ

コ ー ス の ２ つ の コ ー ス に 分 か れ て い る 。 本 来 そ れ だ け の 分 類 な の で 、 女 性 が Ｇ コ

ー ス で 資 産 運 用 渉 外 を し て も い い は ず だ が 、 実 際 に は Ｇ コ ー ス が 融 資 渉 外 、 法

人 向 け 融 資 業 務 、 Ｅ コ ー ス は ９ ９ ％ 女 性 で 個 人 向 け 資 産 運 用 を 担 当 し て い て 、 入

社 し て 女 性 な ら Ｅ コ ー ス と 振 り 分 け ら れ て い る 。  

 

・ 会 社 で は 性 別 で 担 当 す る 業 務 が 固 定 化 さ れ て い た り 、 社 会 全 体 で み る と 女 性 は

家 を 守 る と い う 概 念 が 風 土 と し て あ る の で 、 な ぜ そ う な っ た の か 歴 史 も 大 事 だ し 、

そ こ を 変 え る の は 難 し い 。 今 農 業 の 勉 強 を し て い る が 奥 が 深 い と 感 じ る 。 部 外 者

が 見 れ ば こ う す れ ば い い の に と 思 う こ と で も 、 そ れ な り の 理 由 が あ る の で 変 え る の

は 難 し い 。  

 

・ １ ０ 月 １ ３ 日 の シ ン ポ ジ ウ ム に つ い て 、 事 務 局 か ら 概 要 説 明 お よ び 参 加 の 呼 び か

け を 行 っ た 。  

 

・ ぱ ら マ マ の モ ッ ト ー と し て 女 性 は 活 躍 し な く て い い と い う こ と だ が 、 ど う い う 意 味

な の か 。  

→ 出 産 ・ 育 児 中 の 女 性 た ち は 家 庭 内 で 活 躍 し て い る の で 、 外 で も 活 躍 し た ら い っ

ぱ い い っ ぱ い に な っ て し ま う 。 程 よ く 働 く 、 キ ャ リ ア ア ッ プ し て 頑 張 る 等 、 働 き 方 に

選 択 肢 が あ れ ば い い と 考 え て い る 。  
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・ 長 い 間 単 身 赴 任 を し て い て 子 育 て を ほ と ん ど し て い な い が 、 社 会 が 変 わ っ て い

か な い と い け な い と 思 っ た 。 最 近 思 う の は 、 管 理 職 に 女 性 を 登 用 す る と い う の は

わ か る が 、 家 庭 環 境 も あ る し 、 男 性 で も 管 理 職 に な り た く な い と い う 人 が た く さ ん

い る 。 企 業 を 背 負 っ て い く と い う の は 大 変 難 し い と 思 う が 、 （ モ チ ベ ー シ ョ ン 向 上

の た め に ） ど う い う ア プ ロ ー チ を し て い く か だ と 思 う 。  

 

・ 管 理 職 の 問 題 だ け で な く 、 女 性 も 働 き や す い 環 境 を 企 業 側 が 考 え て い く こ と が

必 要 だ と 思 う 。  

 

・ 事 業 や セ ミ ナ ー 等 の 実 施 の 日 程 等 が 決 ま り 次 第 事 務 局 に 連 絡 し て も ら う 。 協 議

会 と し て 情 報 共 有 し 、 連 携 し て い き た い 。  

 

 

議 事 ３  そ の 他  

  次 回 は 、 来 年 ２ 月 に 開 催 予 定 。 日 程 調 整 の う え 、 決 ま り 次 第 連 絡 す る 。  


